
様式 4

熊本 リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施 しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記

の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 つっ2ろ―t埓
「

研究課題名

脳卒中回復期 リハビリテーション患者における多面的筋健康改善と日常生活動作 (activities

of dai y living:ADL)・ 囃下回復の関連 :生体電気インピーダンス分析 (bioelectrical

impedance analysis:BIA)、 生体電気インピーダンスベクトル解析 (bioelectrical

impedance vector analysisI B VA)、 位相角 (phase angle:PhA)を 用いた後ろ向き観察研

究

当院の研究責任者 所属 :サルコペニア・栄養支援センター 職名 :セ ンター長 氏名 :吉村芳弘

他の研究機関及び各施設の

研究覺任者
な し

本研究の目的

脳卒中後の回復期リハビリテーション中にみられる筋量、筋力、細胞健全性、体液 ,電気的

指標の変化が、日常生活動作および町下機能の回復とどのように関連するかを明らかにするこ

とを目的とする。特に、生体電気インピーダンス分析で測定される骨格筋指数の増加が、位相

角や生体電気インピーダンスベク トル解析の改善を伴うかを評価する。

調査データ概要期間 2015年 1月 2025年 12月 予定

研究の方法

○対象となる患者様

2015年 1月 から2025年 12月 までに熊本 リハビリテーション病院の回復期 リハビリテーション

病棟に入院した脳卒中患者さんを対象とする。診療上実施された身体機能、栄養、県下、体

組成分析等の評価情報を用いる。

○利用する情報/項目

年齢、性別、脳卒中病型、発症前の日常生活動作、併存疾患、身長、体重、体格指数、生体

電気インピーダンス分析指標 〔骨格筋指数、位相角、身長補正抵抗、 リアクタンス等〕、握
力、機能的自立度評価法、摂食嘩下レベル、栄養指標、炎症指標、摂取栄養量、リハビリ

テーション量、国腔・囃下関連指標、薬剤情報、在院日数、退院先等を用いる。

個人情報の取り扱い

取得した情報は研究用IDで管理 し、氏名等の直接識別情報を削除または分離して取り扱う。

研究データはパスワード等で保護された院内環境で管理し、研究関係者以外が閲覧できない

ようにする。

試料/情報の他の研究機賢への

提供及び提供方法
な し

利益相反 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本 リハビリテーション病院

0962323111(代表)担 当者

センター長

吉村芳弘

備 考
研究に同意しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱いを受けることはありませ

ん 。


